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秋用果知事池 田 徳 治

いつの世ヽいかなる時代にも衛生状態は、その国の文化の指標であつて、民族の

文化と共にその歩みを続けているといわれる。

本県の衛生状態も著しく改善＄れ、防疫及び環境衛生の進展と共に、悪疫はその

あとを断ち、結核の死亡率は半減し、食生活の改善、簡易水道の普及等によ b、県

民の平均寿命は、六十オを越すまでに至っている。

これは中央病院並びに、地方病院等のいわゆる公的医療機関の整備を中心として

医療関係従事者の異常な努力に負うところは勿論であるが、一面保健所を始めとす

る県の保健衛生施設の充実整備に負うところも決して見逃がしてはならないと思

う。

中でも、明治十三年以来、たび重なる組織の改変にあいながら、七十四年の間、

県民の保健生活に直結しつつ、その基盤を培うために誠に地味な細菌検査や化学検

査の仕事に血のにじむような苦関を続けられた衛生研究所の存在は、高く評価され

なければならないところである。

殊に最近衛生研究所の竪備拡充が県民の間に強くとりあげられているが、黄変米、

放射能障害、公害問題なざの環境衛生面の解決、二十八年南秋田郡天―．町周辺に発生

した食中毒患者の病源物質を追求した結果、ポッリヌス菌を発見したこと及び最近

はこれらの毒索の貝殻培養に成功したなざ学界はあげてその成果に注目している。

幸い専任所長には斯界に造詣の深い児玉博士を迎え、衛生研究所本来の使命達成

に着々実績をあげておられることは県の衛生行政進展の上に大きな期待がもたれる

と共に、整備拡充の第一歩を踏みだしたものと言えよう。

このたび衛生研究所が、明治以降の文献と各種の資料を始め、事業実績をと bま

とめて、ここに年報として発刊する運びに至ったことは、誠に時宜を得たものとい

うべく、ひいては、わが秋田県の文化の歩みを記録するものとして衛生関係者は勿

論、ひろく一般の活用をおすすめする次第である。



発刊によせて

秋田県衛生部長 佑： 藤 太 耶

わが国の衛生行政における試験検査機関こしては、国に国立予防衛生研究所、国

立衛生試験所、国立栄養研究所、都道府県には地方衛生研究所があつて、これらが

各々衛生行政に必要な試験検査を行うこととなつている。

本県の衛生研究所は、昭和二十三年四月衛生三局長の通牒によつて設置を望まれ

たことに端を発し、従来の細菌検査室及び衛生試験室を根幹として同二十八年一月

設置されたもので、単に細菌検査、衛生試験等の実施にとざまらす、地方の実情に

帥する調査研究機関としての性格が要望されている。

帥ち、衛生行政の科学的進展の基盤となるべき正確な試験検査並びに診断を期す

るため、衛生検査指針審議会の制定にかかわる標準術式六十項目によつて実施3れ

てV‘ る件数のみでも年間、 18,364件に及んでいる。

又県下十三保健所を直接の窓口とする検査又は研究材料は、管内の環境衛生対策、

患者の診断及び治療に対し、科学の進歩に帥応した援助を与える媒体として、その

範囲は盆々拡大され、ひろく全県下に亘つている。

従つて衛生研究所の仕事は、単に衛研そのものの業務に関するのみではなく、ひ

ろく保健所業務に関する関係施設の整備並びに衛生技術者の教育訓練を通じ、技術

の徹底向上にも大きな役割を期待されて来ていることは言うまでもないところであ

る。

このたび衛研が、明治初期の単に防疫上の立場から始めた細菌血清学的諸検査、寄

生虫卵の検査及び化学試験としての飲料水検査を実施したいわゆる揺糞時代より今

Hに至るまでの貴重な文献及び資料を蒐集されて年報とし、これを発刊する運びに

至つたことはまことに喜びに堪えなV‘o

幸い本書が公衆衛生関係者は勿論、広く関心をもたれる各位に十二分に活用され、

本県衛生行政の進展に大きな足掛 bとなることを念願してやまない次第である。



発刊を祝して

公衆衛生課長 娩f 爾§ 府り 一員〖

私事に互ることが多くて恐縮ですが、公衆衛生の仕事をさせて頂いてから前後二

十三年にもない今更乍ら文字通 9戚無最なものがあ bます。

公衆衛生の仕事も警察部、内政部、衛生部と其の主管部がかわ b、取締を主体と

したものから指導に言点が指向されたのも世の中のうつ b変 bを如実に物梧つてい

るようです。

さて現在では淳ら充分説得の上で、納得して頂いて民衆のよ bよい協力を得て、

公衆衛生活動の推進を図つている訳ですが、この仕事は何処迄も技術を基盤として

居 bますので科学的に処理されるのが当然です。然し単に文字の上で科学と言つて

も仲々納得して頂けるものでなぐ、ここに衛生研究所の果す偉大なる役割があると

考えます。

昔から少＄な建物の中に細蘭検査室と化学試験室とがあつて主力をあげて依頼検

査をコッコツやつたのですが・・・・・・人員、設備等の関係もあ bますことは勿論です

•••••県独自の観点から調査研究を加味した仕事は H'来なかつたので、佐藤衛生部長

の英断によつて昭和28年 1月24日衛生研究所が誕生し、当分の間私に所長事務取扱

の役が与えられ、何等為すところもなかつたのでしたが、幸にも昨年 6月25日に学

識経験共に豊富な現所長児玉先生を迎えヽ県民の御期待に添い得たのであります。

・何うぞ 130万県民の公衆衛生活動が、 I.Ij滑に促進＄れますよう今後よ b一層の御

指導御協力をたまわらん事をお願し、所員御ー同の健康と健斗を祈りつつ発刊をあ

欣びしたいと存じます。



年報発刊にあたつて

薬務課長祗田九入

このたび県衛生研究所に玉いて、昨年中実施した諸検査並に調査研究の結果を集

録し、年報として刊行する運びに到つたことは従前から深く関係していたものとし

て、宴に適切な企てと衷心よ b喜びに堪えない次第で、集録された諸調査、報告等

は何れも衛生行政の上に重要なる基礎資料となり、指針ともなり大方の貴重なる参

考となることと確心して疑はないところである。

な迭この調査、報告は現在実施中のもの或は今後相当長期に亘つて研究せられる

事項もあるかと思はれるが、その成果も必すや大なるものと期待している。

衛生研究所は昭和28年従来の細菌検査室及び化学試験室を改糾して研究所と改称

発足したものであるが、建物、内容設備等は名に伴わす旧態依然のままで至極不十

分であるが、所長はじめ所員の之を克服した熱心な研究心によつて著しく業績を挙

げて居られるヱことは誠に心強く、又その御苦労を多とするものであつて更に今後一

層の御努力を切望するものである。

更に我々も出来得る限り今後共協力いたしたいことを附け加え簡単乍ら発刊の挨

拶とする次第である。



発刊にあたつて

秋田果衛生研究所長 兒玉栄一耶

最近の衛生統計を観て驚くことは何と言っても結核死亡の減

少ということである。この結核死亡の減少と Vヽ うことは、吾人

が無為挟手して導かれた結果ではなく、その基底には各方面に

亘る倦まざる努力があったことを忘れてはならない。こ＞に観

みて遺l戚なことには、日本に於て結核の死亡は減少したとはい

え、その発生数が著減しないことであるが、しかしやがて近い

将来には結核の発生は勿論、死亡も激減して行き、結核に対して吾人が現在懐いてい

る杞憂も失せて行くこと＞思うが、この願望が実現された場合、社会全般に及ぼす

恩恵の広大さを考えるとき、吾人の胸中には歓喜が泉の如<i勇き上るであろう。

以上のことは数多い疾病の中の唯一つの結核という疾病を捉えての話であるが、

若しもその他のあらゆる面について科学の力が滲透して行き、な玉また家畜や植物

なざに至るまで高度の文化が没洞して行くものと仮定するならはヽ無病息災の天国

建殺も万災夢物諾ではないと思われる。

しかし今日、吾人がざうでも生きて行かねばならぬ現実の世に思いを格すとヽ無

病息災の天国という観念とは将壌もただならQ差があることに気付ぐo然かも小さ

くなった日本国土は戦前から有たざる国の一つであ b、戦後は更に条件が悪い。学

者は生活に喘ぎ、子弟の数育に事を欠き、況して研究費の乏しさは警言を要しない。

吾人の生活を豊かにし、快適であつて無病の楽土を建殷lたい念願は誰人の胸中に

もあることヽ思うが、しかし万能の神は自ら努力を払わぬ人を助ける筈はない。そ

うかと言つて研究に対する熱意は燃えに燃えても吾人の辿るべき道は阻まれ勝ちで

あるのが今日の世の姿である。

吾人はこ、に自然科学のみが吾人の生活を豊かにするものであるとは言いたくな

い。しかし遠いヒポクラテス時代はいざ知らす、近代、殊にJVネッサンス以後に於

ける科学の発達とその恩恵を想起したい。第一次と第二次世界大戦は惨禍をこの世

に齋したとはいえヽ科学の急激な発展を促したことは疑わなV‘o然うかと言って科

学の発展には世界大戦を必要であるという意味ではないことを強調したいo私は大

戦を契境とした科学者の総身の努力と国家の惜しみない厖大な費用とを思うのであ

るoすなわち自然科学を蔑視する所には世の中に戟展はなく、ひいては文化もない

ことは異論のないこと、信するし、また世界文化史の示すところでもある。

しかし科学の発達には人類に対する不祥事がまつわることが無いとしないo例せ

ば第一次世界大戦事の毒元斯であり又第二次世界大戦の原子爆弾であるo 毒瓦斯

（戦陣瓦斯）のうち黄十字の符号をもつだレウイサイトは「死の露」と呼ばれ、ビキ

二の原子雲は「死の灰」を降らしたことは吾人の脳裏に深く刻まれている。しかし



また毒ガスのうちでもクロー／しピクリンは貯廠米を繰から守 b、マスクードガスは

癌治療薬の基材：となつたが、原子爆猜はや、方向を変えることによつてアイソ 1、一

プとな b、ラジュームやX線の代 bとな b、また原子力とな b、またな bつ、ある。

アラビヤンナイトの空飛ふ毛粧は現在立派な大型の飛行機となっていることを考

えると、日本産の米粒が2倍大きくな bヽ 年産1億2千万石となれば、主食に一ノいての

食精問題が一挙に解決されるかも卸れない。

さて現在日本に於て復興の目覚しくないことはない。戦時中g昭黒時代から、そ

して敗戦後の扉脱状態から漸く脱し、『勃たる気力を取 b戻していることは定は注

目するに値する。とは言え、吾人の周囲にはなをものの正常の姿と思われないもの

が少くはなしo しかし吾人は苦難の多い途中に於ても同胞の福祉と愛護のたあ洲身

の努力を帷まiのみか、やがては燦＜であろう栄光と遜かに仰ぎつ、前進したいと

念う。

昨年私が債越にも「衛生秋田J誌に私としてC抱負を述べさせて戴いたが、今日

でもその念願は変らす、今後は程在当研努所にある細柑剖門、化学剖門に更に病理

部門を加え、業務C関係上更に派ll'分強化し、許さるヽならは完全なものに成して行

きたいと思うことには変 bなく、また現在とても事情C許される限りその方向に押

し進めている積 bである。

勿論科学は独占せられるものではなく、自然科営は人文末学を含めてあらゆる部

門が有機的占漣緊せられるべきであると思うし、かくしてこそ其処に側易かなく、迂

遠が除かれるばかりでなく、反つて進歩と発達が生じ、ひいては人類、C苛福力結果す

ると信するが故に私は先す年間或は季間有 C業務と業績とを観み、これを甚礎とし

て進行方向を確める意味で、貧月月のそし bを免れないと思うが兎に角当研努所C昭

府29年度C年科を発刊し、今後は年間に2刀至4回しと亘る季報を発行して行きたいと

思う次第で、全国各衛4研究所を籾め各桟関C稚「支援をサに迭願しするのであそ 0.

幸いにもこ C年報を発刊するにあた b、池圧秋田県紅事を枚め、佐藤衛4部長か

らは況励C御言葉を戴いたばか bでなく、飢律生研努所長であった斎藤公衆律生課

長からも迭喜びの僻を頂載し、また福田襄務課長からも祝福e徊言葉を！辱うしたこ

とは寧ろ所員の誇りとするところであ b、所員と共に漕腔の感謝を柑げる次第であ

る。
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